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50% 1) ta—Ib, 0.5% &S VR0 E, 0.02% 7+ MU AEEE PBS K (pH 7.3).

TI4 =T 4T

IHC 1:50-1:100

CD4

CD4; T-cell surface glycoprotein CD4; T-cell surface antigen T4/Leu-3; CD antigen CD4
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XA HEFERLELE.
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CD4 (7TH9) HilkEFER L =/85 7 1« Y BIRE MNEtbAO RREEHZED. TURENE
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	応用
	抗原情報
	背景
	CD4（Cluster of Differentiation 4）は、アミノ末端細胞外ドメイン（Ig様構造を持つ4つのドメイン：D1～D4）、膜貫通領域、および短い細胞質末端からなる糖タンパク質です。CD4は、ヘルパーT細胞、制御性T細胞、単球、マクロファージ、および樹状細胞の表面に発現し、T細胞の発達と活性化に重要な役割を果たします。T細胞上では、CD4はT細胞受容体（TCR）の共受容体であり、これら2つの異なる構造が抗原主要組織適合抗原複合体（MHC）を認識します。
	研究分野
	免疫学
	画像データ
	

	CD4 (7H9) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト胃組織の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	CD4（7H9）抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃腺の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温クエン酸ナトリウム pH 6.0 を使用しました。ネガティブコントロールは二次抗体のみを使用しました。
	

	CD4抗体を用いたパラフィン包埋マウス脳組織の免疫組織化学染色。抗原賦活化には、高圧・高温クエン酸ナトリウム（pH 6.0）を使用した。ネガティブコントロールとして、二次抗体のみを用いた。
	

	CD4（7H9）抗体（11A1）（赤）およびDAPI（青）を使用したマウス結腸組織中のCD4（7H9）の免疫蛍光分析。
	

	CD4抗体(11A1)(赤)およびDAPI(青)を用いたラット肺のCD4(7H9)の免疫蛍光分析。
	

	CD4 (7H9) 抗体を使用したパラフィン包埋ヒト扁桃体の免疫組織化学分析。抗原賦活化には高圧高温 Tris-EDTA pH 8.0 を使用しました。

